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メルヴィルのアメリカ・イデオロギー批判
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　1992年4月から1993年3月までの本研究における具体
的成果は下記の通りである。
a．アメリカ文学会全国大会発表「メルヴィルと新歴史
主義」（1992年10月）
b．共著『文学アメリカ資本主義』（南雲堂，1993年1月）
38 人文科学研究所年報No．34
c．「アメリカ作家と南北戦争
Sky－Hawk，8．（1993年3月）
メルヴィルの場合」
a．1992年10月18日，成践大学で行われた第31回アメリ
カ文学会全国大会シンポジウム「アメリカン・ルネッサ
ンス再検討」のスピーカーとして，新歴史主義的批評方
法論に基づき，メルヴィルのアメリカ・イデオロギー批
判を，ブルック・トーマス，ドナルド・ピーズ，および
エリック・サンドクイスト等の業績を具体例として議論
した。「アメリカン・ルネッサンス」という文学史におけ
る表現は，F．0．マシーセンの同名の研究書に由来するも
のであるが，上記三者はそれぞれに，マシーセンの「正
典」（canon）作りの政治的イデオロギーに懐疑的である。
ただしトーマスの場合は，メルヴィルの時期の歴史的コ
ンテキストを重視し，家父長権威主義の影響をメルヴィ
ルに見るという点で優れた成果をあげ，ピーズの場合は
現代的冷戦構造を，メルヴィルを論ずるマシーセンにダ
イレクトに適用する点に無理があり，サンドクイストの
場合はマシーセンに欠落する奴款制の視点を大胆に採用
する点に積極性が認められたことを指摘しておいた。こ
れにより新歴史主義的批評方法論が最近一層明確となっ
てきたアメリカ・イデオロギー批判において極めて有効
な方法であることを実証的に展開することができた。
b．『文学アメリカ資本主義』に「『神意』と『拝金』一
メルヴィルの見た資本主義イデオロギー」という論文を
寄せ，メルヴィルの「平水夫」時代の体験，『白鯨』に始
まるアメリカ主流イデオロギーに対する異議申し立て，
そして後期の人間不信への展開を，それぞれ作品を具体
例として論証した。その論証過程では，マイケル・ロー
ジンの『裏返される親族』や，ジョイス・アドラーの『メ
ルヴィルにおける戦争への想像力』等々の批評的成果を
援用した。この論文は，「神意」（Providence）と称され
るものが，特権をもつものの解釈によって「人意」化さ
れる，というメルヴィルの洞察力を評価し，そのことに
より，「金」が「神」にとって代わり，プロテスタンテン
ィズムとプラグマティズムが相互作用をなす中で，アメ
リカ主流イデオロギーが形成されることを指摘したもの
である。
c．「アメリカ作家と南北戦争一メルヴィルの場合②」
という論考を発表し，1990年に発表した同名の論考（1）を
完結させた。この中でとくに，「戦争というものがいかに
主流イデオロギーというものを露骨なまでに暴露するも
のであるか」を論証した。以上研究報告する。
